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1 ．は じめに

　近 年，新潟 県 中越 地 震 （20〔m），ス マ トラ 沖 地震 （2004 ），
福岡県西方沖地震（2005），耐震 強 度 偽 装事 件（2005）な ど

多 くの 地震 災 害 に 関す る 話題 が メ デ ィ ア を賑 わ した 事 も

あ り，社会的 に防災への 関心が高 ま っ てい る．
　地域 の 災 害対 応 におい て は，行 政 の 取組み に 限界が あ

り，地域 防 災 力 の 重要性が指摘されて い る，地 域防災 力

の 構 成員 とは ，　 「そ こ に 住む人 の み な らず，そ こ で 事業

を展 開 して い る企業の 従 業員，さ らに は大学や高校 ・中
学校 の 学 生 な ど も含 まれ る 」

且）
と され，さ らに は，そ れ

ら構成員 の 連携 が求め られ る，今後，地 域防災力の 更 な

る 向上 に 向 け ， 地域の 大学が果た すべ き役割 は大 き い ，
　 文 部 科 学 省 で は 「国公 私を通 じ た 大学教育改革 の 支

援」 と し て ，COE ，　 GP な ど支援 プ ロ グ ラム を展開 し て

い る，大 学 学 部 教育に 対 して は，現 代的教育ニ
ーズ 取組

支援 プ ロ グラ ム （現代 GP ） な ど の プ ロ グ ラ ム が展 開さ

れ て お り，現代的課 題 へ の 対応 を含め た 教育内容 の 刷 新

や ， 大 学の 社会貢献機能の 拡充が 目指 され て い る．
　 そ の よ うな背 景 の も と，筆 者 ら は，千葉商科大 学が 平

成 16年 度に取 得 した現代 GP 「地域課題の 調 査 ・分析 に

よる 政 策実践教育」 に お い て，地 域 防災 課題 の 調 査 ・分
析 をテ

ー
マ と した大学 学 部 の 講 義 を設計 ・実施 し，教育

効 果 の 向上 と大 学の 地 域貢献機能の 向 上 を図 っ た．

2．特別講義 「地域社会の リス クマ ネジメント」の 設計

　2005 年度春 学期，2006 年 度秋 学 期 に，特別 講 義 「地

域社会の リス クマ ネ ジ メン ト」 と題 して，地域防災課 題

の 調 査 ・分析 に よる 政策実践 教育 の 展 開 を試 み た．特別

講義の 設 計 に あた っ て は．  テー
マ に具体性 を持たせ る

こ と、  学 生 は ，調 査 ・分析や プ レゼ ン テ ーシ ョ ン を実

践的に 学ぶ こ と，  地元 行 政や 地 域 住民へ調 査 結 果 を 報

告 す る こ と，の 3 点 に 留意 し た．以 下 に，2005 年度 と

2006年度の 特別講義の 内容，成果発 表 を発展 させ 開催 し

た シ ン ポ ジ ウム の 概要 を示 す，

（1）地域社会の リス ク マ ネ ジ メ ン ト 1（2005年 度春 学期）

　地震 災害 と住宅 対策 の 問題 を と りあげ．教員 と学生が

協 働 し調査 ・分析を行 い，講 義の 最 後 に は地 域の方 や専

門 家に 参加 して も ら う成果発表会 を開催 し，分析結果 を

広 く伝 え，今後の 千葉商大 と 地域に お け る取組 み基 盤 と

な る こ とを 目指 した，講義 で は，ア ン ケート調査 ・GIS
や 統 計 ソ フ トの 操 作 実 習 ・報告会で の プ レ ゼ ン テーシ ョ

ン を行 うこ とを通 じて，実践 的な地 域課 題 の 調査分析 ス

キ ル の 修得 を 目指 した．
・講 義内容

　 1＠ 侮ガ 〃 β丿 ’ イ ン みa ダ ク シ ョ ン

　千 葉商科大学 現代 GP の 概要，講 義の 位置 づ け と狙 い

を解説 し，地震災害 と住宅 問題 の 概要 につ い て 講 義 し た．
第 2厨 （4　fi　i8 厚丿　’ グ ス トレ ク チ t 一

　 京都 大学 防 災研 究所の 牧紀男助教授をゲス トに招 き，
「住宅 の 総合的防災 」 と題 して，自然 災 害 と住宅 問題 を

総合的に概 説 い た だ い た．市 民 公開講座 と して，地域住

民 の 方 に も参加 い た だ い た ，
第 3画 （4．与25fi　？　扇

　 リス クマ ネ ジメ ン トの 概 要，地域 に お け る課 題 を調 査

手法 と AHP （階層分析法）を使っ た 分析 方法 を講義 した．
家族や近 所 の 方 へ の ヒ ア リン グ を課題 と した．
窮 4珂 6 ガ 09　H 丿　ノ齧査票 の 　　¢ ）

　各自が行 っ た ，家族や 近所 の 方 へ の ヒ ア リン グを もと

に ブ リーフ ィ ン グ を行 い，問題 構造の 解析を行ない ，そ

れ を基 に，市川 市の 調 査 に 用 い る調 査 票 の 作成 を行 っ た．
勞 5冱76 万 16fiノ　・

調齬 の 病 　2

　各自，記入 テ ス トを実施 し，前回講 義時 に作成 した ア

ン ケ
ー

ト用 紙 の 修 正 ・改 良 を行 っ た．同時 に，SQS2）を

用 い た ア ン ケート集計処理 の 説明を行 っ た．改 良した調
査 票 は，課 外 時 間 で 印刷 し，協 力 自治 会へ持 参 し，配布

回収 を依頼 した．調査 詳細は図 1の 通 りで ある，
窮
幽
6tbl　6万 30　fi丿　： 茄ノ〃1方の 　1方データ をE る

　地 理 情報 ソフ ト 『ArcGIS』 を用い て 市川市の 地理 情報

処 理 を行い ，人 口 密度，公 園，病院 の 分布 な どの 災害時

に 必要 とな るデータ を調 べ た（図 2 参照）．
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協力組 織名 ：市川 市 市民生活 部 災 害対 策課 ，美 里 苑 自治

　　　　　　会，曽谷第 6 自治会

調 査 対象者 ：美里 苑，曽谷 第 6 自治会 に 属 す る全世帯

調 査方式 ：質問 紙 に よ る調 査

調 査期間 ：配布 日 2005 年 5 月 21 日，回収 日 6 月 6 日

配布 数 ；1800 票 （美 里苑 510 票，曽谷第 61290 票）

回 収数 ：1063 票 （美 里 苑 364 票，曽谷第 6699 票｝

回 収率 ；59．1％
調査 内容 ：

・家屋 の 耐震補強工 事に 対 す る支払い 意思額

の 推 定
・
震 災後 の 仮 設住 宅 に対 す る需 要解析

図 12005 年度　ア ン ケ
ー

ト調査概要

図 2　第 6 回講義で 作成 し た 主題 図

S9
−
7庫ヲ　6ノヲ06 β丿　ノ髞 6Z）勲 ，超ア≧羣野き

　 グル
ープ に分か れ，調査 票回収 と，フ ィ

ー
ル ドワ

ー
ク

を 行 っ た ．フ ィ
ール ド ワ F −一ク で は 『仮設 住宅 の 建設 』 と

い う視点 か ら市 内公 園 を調 査 した。
第 8画 r6．厚13 厚丿　ノ データ 　祈 a）

　ア ン ケ
ー

トデ
ー

タ を用 い ，グル ープ ごとに設 問 を割 り

振 り， 単純集計作業 を行っ た．
　 9冱1 βガ 20H ノ　ノ データ 　　 2

　EXCEL と A ∫cG 聡 を使用 した AHP に よるデータ解析 手

法 の 解説 と実習 を行 っ た．AHP に よる 市民 意識 を用 い ，
市内の全公 園を仮設 住宅の 建設 用地 と して評 価 した．
蔚 10珂 侮ノ727E 丿　，デー

ニタ鮒 3

　統計環境 R を用 い て，CVM （仮想市場評価法） で，
家屋 の 耐震補強工 事 へ 支払 い 意思額 の 推定を行 っ た

3），
勞 11珂 ク万 04 厚ノ ； クンレープ ク

ーク 1

　調 査報 告会に 向 け，グル ープ ご とに作 業 を割 り振 り，
発 表 資料 を作成 した．各 人 が今 まで に学ん で きた分析手

法 を活 か し，自分 に 割 り振 られ た 作 業を行 い
， 最終 的 に

ひ とつ の 発 表資 料 と して ま とめ あ げる形 と した．
　 12画 Ofillβ丿 ’ グ ル ー

プ ク
ー

ク 2

　完成 した調 査 報 告 会用 資料 を用 い て ，発 表練 習を行 な

い ，各人の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 能力の 向上 を図 っ た，
彡笋13 冱7 クノ723 厚丿　’ 謝 杢顳1浩会

　市川市の 災害対策課 よ り 2 名，外部ゲス ト 1名をお 招

き し，授業 で行 っ て き た 調 査分 析 結果 の 報 告 を行 っ た，
発表内容等 にっ い て ゲ ス トの 方 々 か らの 様々 なコ メ ン ト

を頂 き，シ ン ポ ジ ウム 発 表 資料 の 修 正 作業 にっ な が っ た．

・2005年度講義の 問題 点

　2005年 度 特別講義で は，地震災害 と住宅対策の 問題 を

取 り上 げ，ア ン ケート調 査 やデータ解析 実 習，報告 会 で

の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン を行 うこ と を 通 じ て，実践的な 地

域課 題 の 調 査 分析 ス キル の 習得 を 目指 した．結果 と して

は ，外 部ゲ ス トを 招聘 し た 公 開講座 ，調 査 票 の 設 計，実

際の デ
ー

タ を扱 っ た GIS，　 AHP ，CVM の 演 習，プ レ ゼ

ン テーシ ョ ン ま で を，全 13回 に 詰 め込 んだ 形 とな り，
受講生 に とっ て は，データ分析の 演習 ，プ レ ゼ ン テーシ

ョ ン の 訓 練 と して は，実践 的で 有効 な もの とな っ た が，
「ス ピ

ー
ドが 早 く付い てい くの が大変だっ た 」 とい う受

講生 の 声もあ り，講義設計に課題が残 っ た．

（2）シ ン ポ ジ ウム 「大規模地震災害と住宅 ・ま ちづ く り」

　2005年 9 月 17 日に 千葉商科大学の 図書館 5 階国際会

議 場 に お い て，現 代 GP 特別 シ ン ポ ジ ウ ム 「大規模 地震

災害 と住宅 ・ま ちづ くり1 を開催 した．シ ン ポ ジ ウム は，
ア ン ケート調 査 に 協力い た だい た地 元 自治 会 を は じめ と

した 市川 市在住 の 方 々 や，首都圏の 防災行政担当者，な

らび に 大 学や 民間 組織 に 属す る研 究者や 専門家 に案内を

出 し，約 100名 の 方 々 に参加 い ただ い た 「 シ ン ポ ジ ウム

で は ，ま ず特別 講 義 「地 域社会の リス ク マ ネジ メ ン ト」

で 実施 した調 査 分 析 の 報 告 を行 い，次 に 防 災分野 の 識 者

の 方々 を招 い た講演 とパ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 っ た．
受講生 に とっ て は，シ ン ポ ジ ウム の 準 備や プ レ ゼ ン テ

ー

シ ョ ン 等を通 じて，講義で行っ た調 査分析 を地域や 専門

家 の 方 々 に伝 え るた めの 諸技 術 を実 践 的 に身 に つ け る こ

とに な っ た．また，こ の 会を通 じて，大学や民 間の 専門

家，行 政 ，市民 らの 間で ，　 「地震 災 害 と住 宅 ・ま ちづ く

り」 につ い て の 知識 の 交流 と共 有 を図 る こ とがで き，地

域防災課 題 解 決 の 基盤 と して 千葉 商 科 大 学 が 機 能 して い

く可能 性 を提 示 で きた．
　パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンで は ，渋 谷 和 久氏 （前内閣府

防災担当） よ り，　 「災害に強い 地 域 ・社会づ く り」 の キ
ーポ イ ン トと して ，  非常時対応だ けを目的 に し た行為

は長続き し ない ，  自分達の こ と と して 自分達の 為に何

か をす る，  多くの 主 体の つ なが り，有機的連携，  平

時 か らの 取組み，ネッ ト ワ
ー

ク や社会 の シ ス テ ム，と い

う 4 点を指摘 い た だい た，特別 講 義 の 中 にお い て は ， 地

域 防災 課 題 を調査 ・分析 ・報告 に加 え て ，学生 や大 学自

らが，自分達の 問題 と して地域防災に 取 り組 ん で行 く と

い う姿 勢 の 必要 性 を指 摘 い ただ い た．

シ ン ポジ ウム 「大規模地 震 災害 と住宅
・
ま ちづ く り」

1　 日付 　平成 17年 9月 r7 日 （土）

2　 会場　千葉商科 大学　図書館 5F 　国 際会議場

3　 プ ロ グラ ム

　13 ：0e−・13 ：10 挨拶　 （千葉商科大学　瀧上 信光）

　13 ：10− 13 ：50　調 査研 究報 告　（千葉商科大学学生 ）

　13 ：50− 14 ； 30　講演　 （東京 大 学　加 藤 孝明 ）

　　 　　　　 　　 「地 域 の 防 災 性 評 価 技 術 とそ れ に基 づ

　　 　　　　 　　 く対策の 検討 の 必要性」

　14 ； 45− 16 ： 30 パ ネル ディ ス カ ッ シ ョ ン

　　首 都大 学東 京都 市環 境学部　　　　饗庭伸

　　
一

級建築士 ・FP ＆ 建築ア ト リエ 　荒尾博

東京 大学都 市工学科

千 葉商科大 学政策情報学部

国土交通省都市 ・
地 域整備 局

千葉商科大学政策情報学部

　　加藤孝明

　　佐藤慶一

　 　渋 谷 和久

玉村雅敏 （司会）

図 3　シ ン ポ ジ ウム の プ ロ グ ラ ム
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（3）地域社会の リス ク マ ネジ メ ン トH （2006年 秋 学期）

　2006年 度特 別 講 義 に お い て は．  地域防災課題 を 自分

達の 問題 として 捉え，学生自らが 自発的 に活 動 で き る仕

掛 け を作 る こ とで ，地域課題 に 対 して 自発的に 取 り組 む

こ と を体感 して もらうこ と，  ア ン ケート調 査 の 実 施，
分析 ， 報 告 を通 じて，調査分析ス キル を向上 させ る こ と，
の 2 点 に 取 り組む こ とと し た，  で は，学生自身／千葉

商大 と し て ， 地域 防 災 に対 して で き る こ と を，KJ 法を

利 用 し，デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 重 視 の 形 で定性 的 に検 討 し，
さ らに ， 講 義 の 時 間 内で 取 り組め る こ とを検討 し，実践

した ，  で は ，教員 側 か ら提 示 す る調 査票 に つ い て，修

正 作業 を行 い ， イ ン ター
ネッ ト調 査 に よ り迅速 に 集め た

データ を，集計 ・分析 し た．消化 不 良を避 け るた め ， 集

計や グラ フ 作成 な どの 基 礎的統計処 理 と，CVM 分析 に

限定 す る形 と した ．
・講義内容

　 1 π 　 ？2filH
J2 借 50 分〜14 借 00 　　イ ン An ダ ク シ g ン

　講義導入 と して ，　 「昨年度の 特別 講義の 概要 」　 「地 震

災害 と都 市防災 i につ い て，講義 形 式 で 紹介 した．
14 鮭 00　　〜15僻 00　　　」ζ：ノ　　　厂　　　i乞　膿 25∫あ っ た

を決 定 した，当初，皆で 協力 して 千葉商大学生 向けの 防

災 マ ニ ュ ア ル 作成 が ア イ デ ィ ア と して 出 され たが，投票

に よる結 果，最終的 に は，グル
ープ ワ

ー
ク で 各自興味が

ある こ と に つ い て 取 り組 む 形 とな っ た，テー
マ は下 記 の

通 りとな り，2名 1組 とな っ た．
一
学内の 危険箇所 を点検す る．

．・．大 学 の 防災対 策 の 現況に つ い て ，事務に ヒア リン グ調

　査を行 う，
一家具 転 倒 防止 をや っ て み る、
一
大学体育館の 避難所 と して の機能をチ ェ ッ クす る、

14僻 40　 〜 i6t手00　　　
一
曁瀦 繊 　CレM の レ ク チ 　ー

　先週修正 した調 査票 の 詳細 を確認 した．次 に，CVM
を用い た耐震補強工 事の 支払い 意志額の 推定方法の 理論

的背景 にっ い て講義 した，

　ま た ， 講義内 で 修正 した調査票 に つ い て ，下記の 通 り

の イ ン タ
ー
ネ ッ トア ン ケ

ー
ト調 査 を実 施 した．

ら，nt1〃1方て『剛 癒 き
’6 か 9ノ

　KJ 法 を利 用 した デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を実施 した ．ま ず

は，本 特 別 講 義 を実施 す るに あた り，災 害イ マ ジネ
ー

シ

ョ ン 能 力 を高 め る こ とを 目的と して ，　 「首都直下 地震が

あ っ た ら市川 市で 何 が 起 きるの か ？j につ い て ，
ア イ デ

ィア を 出 し合 い ，意 見 を整 理 した ．

調 査方法 ：イ ン タ
ー
ネ ッ ト調査

調 査対象者 ：市川 市，横浜 市在住の 戸 建持家世 帯

調 査期 間 ： 2006年 12月 11 日 〜12 日

回 収数 ： 市川市 163票，横 浜市 168票

調 査 内 容 ： 世 帯 属 性 ，大 学が 地 域 防 災 に 貢献で きる こ

と，期待 され る こ と，住宅の 地震対策に つ い て，耕震補

強 工事への 支払 い 意 思 額 につ い て

図 52006 年 度 ア ン ケート調 査 の 概 要

家

大学

ま ち

M通

ttfi

匿 優

「
』

に
四
」

i
　

擾

圈
圜
圏
囲

團
囲
囲
團

1−2時間

副 圜
璽琉Skt り

餮曹塞．町が

ttt；匸＃6

囲 Fヨ

2η3日

麕5 ガ拓，る ：e：
tM

圃 甌

＝ン【±一，
炉頓兎ぢ《な
る

　　囲 1蕪望

　　圈
　 　 　 　 　 目孝禽匚卯
　　　　　 隠儡加「が』

圜團 ≡1≡i籌

　
團
网

団
日
圜

図 4KJ 法 に よる災害イ マ ジネ
ー

シ ョ ン

　 3∠互7　コ2丿ヲノ5 ≠ヲ丿

3贋 　 グンレープ ク
ーク 1

　各 グル
ープ に お い て，作業 に必 要 な 情報 （学内地図，

ヒア リン グ事項，転倒防止器 具 の 購入 先 ・価格，体 育館

の 平 面 図 な ど） を収集 ・整 理 を行 い ，次週 の 実 践活 動 に

向けた準備作業を協働 して 行 っ た，
4 贋 　 データ　師 1 ノ　 詳

　イ ン ター
ネ ッ ト調査結果 csv フ ァ イル を SPSS で 読み

込 み ， 単 純集 計 表や グラ フ 作成の 演習 を行 っ た．
　 4∠墅ア　i2丿ヲ22 θ

3齪 クシレープ ク
ー

ク  

　各グル
ープ にお い て，前回 の 準備 をベ ース に学内防災

実 践活 動 を行 っ た．

15fiElilO　 〜16filSOe　　　一麝 ぎの 諺婁ヱ石
幽

　講師側 よ り，調 査 票原 案 を提示 した ．学生はそ れ ぞれ，
調 査 票 を 読み こ な し．修正 点や 気 づ い た点 を挙げ て もら

っ た，調 査 票作成時 に は ，数人 で テ ス ト回 答 して み て，
読み に くい 箇所 や 理 解 しに くい 箇 所 を チ ェ ッ ク して も ら

うこ との 重要性 が示 唆 され た．
　 2 厘112 が 8 β

12 鮭 50　 N〜13 碍r　4e　 k
磁大 学 の 綴 防 災への 糴 「み

図 6　 グル ープ ワ
ークの 様子 佐 ， ヒ ァ リ ン グ，右 ，家呉転倒 Utth）

翔 勿 齧介

13 碍…40 　〜14 鮭 30 　 デ ィス 丿クソ シ ョ ン 僧 分董4こ
鋤 ユ嫌 るか 9／

　KJ 法 を利用 し て
，　 「自分 達が 地域防 災 に役立 て る こ

とは何 か ？ 」 につ い て ア イ デ ィ ア 出 し を行なっ た．さら

に ブ レイ ク ダウン して，　 「特別 講義内 （2 コ マ 分） で何

が 出 来 る か ？1 にっ い て ア イデ ィ ア 出 し を行い ，各ア イ

デ ィ ア にっ い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 い ，次 週行 う作 業

4ue データ　 　 2 ・グ ラ 7 鰄 σ M 蜥

　前週 で 作成 した SPSS の集計機能の 応用 し．ク ロ ス 集

計 を行 い ，さ らに ク ロ ス 集 計結果 を EXCEL で グラ フ 作

成 を行 っ た．次 に，ア ン ケートデータ を統計 環境 R に 読

み込 み，CW で解析 を行っ た ．
　 5 々 　　］！厚12 厚丿

　調 査 報告会に 向け，受講生そ れぞ れ担当箇所を割 り振

り，発 表 資 料 を作成 した．各人 が 講 義 で 行 っ た活 動 をベ

ー
ス に して ，自分 に 割 り振 られ た 担当箇所の 発 表資料
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PPT フ ァ イル を作成 し，最終的に ひ とっ の 発 表 資料 と し

て ま とめ あげた．
　 6n 　　1 ／726　fi）

　調査 報告会に 向 け， 各 自が作 成 した P｝「rフ ァ イル を用

い て
， 発 表 練習 を行 っ た．発 表練 習の 後，各 自，修正 点

を整 理 して，P班 フ ァ イ ル の 修正 作業 を行 っ た．

　粟 潮 苦会 （2　y7　7　fi丿

　作業成果 をま とめ，下 記 の 通 り成果 報告会 を開催 した，

あ わせ て ， 外 部グス トも招き，既存不 適格建物の 耐震補

強推進策 に 関す る研 究に つ い て 紹介い た だき，今後の 取

り組 みや方向性 につ い て も議論を展開 した．

　我 々 の 発表 に つ い て は，市川 市 と横浜 市での 調 査 結果

の 差異に 関す る質問 （市川市役所），防災実践活動を学

外 へ 広 げ て い く こ との 提 案 （東 大吉 村氏 ） な ど の ご意見

をい た だ い た．避難所 と して の 体育館に っ い て は ， 市役

所 よ り避難場 所マ ッ プ を見せ て い た だ い た り，吉村氏 よ

り東大生 産技術研究所 で開発 中の 3 次 元 GIS に よる地域

危険度マ ッ プ を紹介い た だ き，議論が な され た ．

　吉村氏 か らは ，　 「住家の 耐震化対 策 へ の イ ン セ ン テ ィ

ブ 導入 方 法 に 関す る研 究」 と題 して，公 助 （耐震補強実

施世 帯 を 対象 と した行政補償制度），共 助 （共済制 度），
自助 （地 震保 険）の 3点か ら，住家 の 耐震化 に 関する研

究 を紹介い た だ い た．

　最後 に，市役 所 の 方 を交えて，地域防災 と大学，住家

の 耐震化に つ い て，デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を展 開 した ，調 査

分析結果 よ り導出し た，　 「耐震診断助成事 業にお い て ，
長期地 震危険度評 価 や地 震被害想定マ ッ プ な どハ ザード

情報 を同時 に提供 す べ き」 とい う提 言 や，　 「地域防災 訓

練 にお け る大学 の 活 用 亅 方 策に つ い て 議 論 が行 われ た．

学生 は 議論 に 参 加 す る こ とで ，調 査分 析 結果 を基盤 した

行 政 へ の 提 言や デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を実践的に 学ん だ，

　　 図 72006 年度成果報告 会の プ ロ グ ラム

4 ．まとめ

　特 別 講義 実 施 後，学生 や TA か ら コ メン トを も らい，
成 果や今後の 課 題 を検討 した．その 幾 つ か を紹介 し，考

察 を加 え る こ とで，論文 の ま とめ とす る，
砌 君 学卸 1帷
災 滓の 鯉 ナる溢〜ごμ塗が勃 か 銑 訪の当ξ房 レ ハシレ〜こ戻 る

ため1こら塗が妙か ｛5，ぎちん と赫 ナるた め に ば災害〜ご鍵

ナる灣姦〃柾 癨 κ理 魔さ轟 6こどが鞍 と蠏 した 研鰄

栗を努菱ナる方 法とムτプレ ゼンが嬲 た二ξ鰄 乙た．ρ慶

馨 表 鶴 鯖 を謗 むだ け でなく〜鎌 の立 es／rk っ で ずるべ

きだ撼 じた，ノ
　講義で は ， 事前 対策 と し て の 耐震補強：L事 の コ ス トの

問題を扱 っ た が，事前対策 と事後 対 策の 費用 比 較にっ い

て ， 関 心 が 発 展 し て い る．講義で は，PPT ス ラ イ ド作成

や プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 練 習に も時間 を割 き，成果報告会

で は外 部 ゲス トを前に発 表する とい う機会を設け たが，
自分だ け で な く他 の 学 生 の プ レゼ ン も聞く 中で ，口 頭発

表 にお い て は聴衆の 視点も重要で あ る と気づ い て くれ た．

講 義テー
マ を 良 く理解 し，調 査 t 分 析結果 の プ レゼ ン テ

ーシ ョ ン に っ い て 実践的な 学習 を して くれ た と思 われ る．
加 看 大 號 1年盈 ρ005 鯱 待嬲 翻 彦杢丿

　2006鞭 な」 難 に よ るクンレープ ク
ーク il茄ax 、 今年

麦 も列ぎ虜 き，齷 の 耐 露禰 工 箏入 の 翅 い，篩顳 を

ア ン ク
ー

み調 査だ よ る分捌 ∫メ イ ン 〜ごあ 久 今画 は 1亢〃

茄だγノで な ぐ凝痴 方6ガ 泉 ’こ初 オ此 較 醗 を疔 っ た。こ

の デ
ー

タ 分 折 の 緲 な 昨鞭 の 囎 で 難 が駸 6讖 ナ

る緲 で 6あ ク私 ち例 外 でななか つ た。学 生Fこな今憂の

轢 擶 な （蝉ご参考κ な る議 分 で ちあ クヌ詈舞 など を…参

考 に β劫 に学ん で欲 しい 勾容 である 。 ノ

　データ分析 の 部 分にっ い て ，学生 が 最 も苦戦 して い る

と報告 し て くれた．2005年度は ， 1 つ の 講 義 内で複 数 の

手法 や ソ フ トを使 っ た が，十分 に 消化 しきれ ない と い う

課 題を残 した．2006年度 は ， 自分た ちで で き る防災活 動

とい うグ ル ープ ワーク を加 え た た め，デ ータ分 析 は

CW に絞 っ たが，全員 が 完全 に理 解 す る ま で は行 かな

か っ た，半 期 で
， 調 査の 準備や実施 ・プ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ

ン の 準備 も含 めた調査 ・
分析 を総合的 に行 う場合は．分

析作業 に割 け る時間が 少な くな る．本講義の 特徴は ， ま

ず，実 践 的に調 査 ・分析に触れ て もらうこ とに 主眼 が あ

り，コ メ ン トに もあ る よ うに，その 後 の 学 生 自 らの 学習

へ と 繋が る こ と を期待 す る もの で あ る，そ の よ うな 導入

的な意 味 で は十 分 に効果 があっ た と考え られ る．

　以 上 の よ うに ， 実践 的 に調 査 ・分析手 法 を学ぶ，とい

う面 で は，一
定の 教育効果を上 げるこ とが 出来 た と考 え

られ る．今 後 め課 題 として，い か に 地域防災活動の 現場

とリン ク させ て い くか，とい う 「実践性 」 の 強化 が挙げ

られ る．千葉商科 大 学現 代 GP で は，本講義以 外 に も，
「地 域文 化資産オープ ン ミ ュ

ージア ム 」　 「地 域通貨 に よ

る コ ミ ュ ニ テ ィ活 性化 」 な ど多様 な プ ロ ジ ェ ク トが進 め

られ た が，携帯端 末 を使 い 地域の 歴史 を学 び なが ら危険

箇所 を探索する ，そ れ らの 活動 が 地域 通貨 と して 還元 さ

れ る，な どの 方向性 が 浮か び 上が る．大学 に は，多様な

分野 の 専門家が集 まっ て お り， 領域横 断 的に実践 型講 義

を設 計す る こ とに よ り，大学を交 えた地 域防 災力 活性 化

の プ レ ークス ル ーポ イ ン トを見 出 して い き た い ．
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